
１陸技無線工学Ｂ【アンテナと電波伝搬】完全マスター（2010年9月18日第2版発行）
本書におきまして、次のとおり誤りがありました。ここに訂正し、深くお詫び申し上げます。　　　　　
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   % =  
πz0   

×100  〔%〕

利得は0.63〔dB〕

d 1、d2：直接波と大地反射波の通路長

（1） 電波量を使う方法 （1） 電波星を使う方法

r1、r2：直接波と大地反射波の通路長

利得は - 0.63〔dB〕
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I 1

不要

x、y、z各軸方向の単位ベクトルを
i、j、hとすれば、

x、y、z各軸方向の単位ベクトルを
i、j、kとすれば、

β(r 2-r 1)  = β{  d 2+( h 1+h 2)2- d 2+( h1-h 2)2}  

cos x-cos y = 2 sin x+y   s in  x-y

D  ≒  3 .57×103(  h1 + h 2 )   〔%〕

  = 3.37 (  h1 + h 2 )   〔Km〕

D  ≒  3 .57×103(  h 1 + h 2 )   〔%〕

  = 3.57 (  h 1 + h2 )   〔Km〕

β(r 2-r 1)  = β{  d 2+( h 1+h2)2- d 2+( h 1-h2)2}  

2 2
cos x-cos y = - 2 sin x+y   s in  x-y
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